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　   　ACTH （ア
ー

マ ・−40單位注）投與時 ： 無機燐は

30分 後や や増加，90分後投興 前の 値 に も どる ．燐 リポ イ

ドは 3Q分後急激 に 増大 し． 後投與前 の 値に近 づ く．脂肪

は 殆ん ど變化 が み られ な か つ た．

　   シ ス チ ン （パ ニ ール チ ン 4eOmg 靜注） 投與時 ：

燐 ，燐 リポ イ ド， 脂肪 と もに ほ とんど變化が み られ な か

つ た．

　  　硫 酸 マ グ ネ シ ウム （マ グ ネ ゾール 20cc靜注）投與

時 ： 無機燐，燐 リポ イ ド變化な く， 脂肪 は 30分や や減少

の 傾向を示 し， 後投與前の 値 に 近 づ く．

　  　メ チ ル チ オ ウ ラ シ ル （2 ％ メ チ オ ジ
ール 5CC 靜 注 ）

投與時 ： 無機燐は 變化 な く， 燐 リポ イ ドはやや増加も し

くは變化な く，脂 肪は減少の 傾向を 示 した ．

　5e 晩期妊娠中毒症 患者 に 高蛋白低脂肪療法 （蛋白80

〜 100g ， 脂肪 20g 以下，總カ ロ リー−1800・−2000Cal）
を實施 した とこ ろ，逐 日の 血 清燐 リポ イ ド，脂肪 は漸次

誠少 の 傾 向を 示 した．

　 6． ．rfir．清並びに尿中無機鹽類

　 a ） 血 清 Na ，K ，Ca ，Mg 各濃度の 測定で1ま非妊婦，10

カ 月正 常妊婦 及 び 中 毒 症 妊 婦 との 間 に は 著明な 差は認め

られ な か つ た．

　 b） 尿 中 Na ，　K 各濃度 は 分娩前數 日 の 逐 日 の 測 定で

正 常妊婦及 び 中毒症妊婦問 に 著差は な く，
Ca

，
Mg では

中毒症妊婦の 値が や や 高値 を示 した．

　 c） 中毒症妊婦の 各攝取 と排泄 （尿 十 糞便） を 逐 日的

に み る と正 常妊婦 に 比 し，Na ，K ，Ca は夫 k 負平衡が 強

く．
Mg では蓄積 の 傾向が あ る様に思わ れ た．

　11．重症後期妊 娠中毒症 10  例 の 眼底變化 を主

とせ る後遘症の 長期間觀察

　　　　　　　（國立 東二 ） 久 保　博 ，

es
田 中龍男

　　　　　　　　　　　　　　　（眼科） 宮下忠男

　妊娠 中毒症 に關 しわ れ わ れ 臨牀家 の 取扱 う重要な問題

の
一

つ と して 後遣 症が あ る．

　從 來 の 妊娠中毒症後遺症 に 關す る報告は 觀察期間が 分

娩後半年 までの こ とが 多 か っ た が ，　わ れ われ は 子澗40

例，予 癇 を 除い た 重症 後期 妊 娠 中毒 症 60例 に 關 し ， 分 娩

後半年 か ら10年の 長期間 に わ た り残存眼底變化の 程度，

残存眼底變化 と他の 全身状態の 後遺症 との 相關關係，出

生 兒 の 發育状況 ， 後繽妊娠 との 關係 な どを 觀察 し，從 來

の 知見 と異つ た 點 を認 め た の で報告す る。

　1） 眼底變化 の 残存す る も の は 子癇例では 約 半 數で あ

るが ， 重症後期妊娠 中 毒症例 では こ れ よ り多 く約
2
／3 で

あ つ た．

　 2） 眼底變化の程度は大半 Wagener の 眼底 分類で

1度であつ たが ， 後續妊娠で重症妊娠中毒症を經過し た

場合に は 2度 ， 3 度 を示す こ とが あっ た ．

　3） 眼底變化 として は 網膜1血管反射増強 ， 狭細化 ， 白

鞘 ， 白斑 ， 黄斑部溷濁 ， 中心 窩反射消失な ど を認 め た ．

　4） 観力低下 は，子癇例 で は 瞑 底變化の 残存せ る もの

の 殆 ん どに 認 め られたが ， 重症後期妊娠中毒症例 で は 眼

底變化 の 残存す る もの の 約半數 に認められ た。兩者 と も

眼底變化の 残存 しな い 例 で は 殆ん ど靦力低下 は認め られ

な か つ た．

　5） 子癇例では約半數が そ の 後妊娠分娩 して お り，瞑

底變化の 残存 の 有無 と次 囘 妊 娠 分 娩の 有無 との 間に 關連

は認められなかつ た．

　6）　重症後期妊娠 中毒症例で｝ま患者 が再び 中毒症 にな

る こ とを 恐 れ ， 大半 が 人 エ 妊娠 中 絶 を行 つ て い る こ とは

注 目す ぺ きこ とであ る．

　7） 子癇例では 眼底變化の 残存せ る もの の 約
213

に 全

身状態の 後遺症 が 認 め られ た が ， 重症後期妊娠中毒症例

では兩者 の 間に相關關係を認め な か っ た ．

　8） 全身状態の 後遣症 と して は從來高血 壓 が 多 い とい

われて い た が，わ れ わ れ の 例では 少數であ つ た．

　9）　出生 兇 の 發育状況は 子 癇例 でも ， 重症後期妊娠中

毒症でも殆んど變 らず良好であ り，死 亡 例は 1例 もな か

つ た．

　 12．晩期妊 娠中毒症における腦波の 研究 （諸種

藥劑投與による波形 の 變化）

　　　　　　　　　　 （埼玉 小川 口 赤）
ec一
木村忠 良

　　　　　　　　　　　　（國立東 二 ）　古明地義憲

　わ れ わ れは すでに 第 2 囘 本 總 會 （1950年） に て 子癇腦

波 を， 1955年第 10囘厚生 省醫務局研究會及び第 工1囘同會

に妊娠巾毒症 に お け る θ波の 出現 に っ い て發表 した が ，

今度 は 晩期妊娠中毒 症 に 諸種藥劑を投與 しそ の 腦波に及

ぼす影響を追求し興味あ る結果 を え た の で報告す る．

　わ れ わ れ は 既に 妊娠 rll 毒症 に お ける （4A −8　 C！S 波）

θ波 の 出現率 は 浮腫 ， 蛋 白 尿 の 著明な もの に多 い こ とを

知り ， 古 くか ら Zangemeister ，　Seitz，　 Schr6der ら

が 子癇 の 腦 に 浮腫 の あるこ とを強調 し て い る と こ ろ か

ら ， わ れ われは 大腦皮質 に お け る浮腫 ，循鐶障碍， 代謝

異常な どが徐波發生 の 源 と考え ， 急速 に こ れ ら浮踵 そ の

他 の 減退消 失を 企圖 し，そ の 一
法 と して 高張糖液を靜注

し た と こ ろ．徐波は そ の 周期を短縮 し， α 波の 頻 度は増

加 し，腦 波 は 全 般的 に 囘復傾向 を示 した ．な お 高 血 壓を

主 微 とす る もの の 腦波 1ま比 較的β波多 く， か つ α 波の 連
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績度惡 く， い わ ゆ る きた な い 腦波を示すが ， そ の 高血壓

を 主 徴 とす る 妊娠 中 毒 症患者 に

　  セ ル パ シ ル ・ア プ レ ゾ リン 錠 （經 口 ）

　  γ ア ミ ノ 酪酸 （5％， 3 〜5cc 靜注）

を投與 し腦波の 變化 を 韻察 した ．

　  の 投與 後 に お い て ， α 波 の 連續度が よ くな．りβ波は

減少 し ， 速波中の 鋭波は 消えて
一
般 的 に きれい な α 波の

連績 と時 に速波 を混 ず る 程 度 とな る．すな わ ち正 常復帰

傾向を示す．

　 しか し  投與後 に お い て も 1丘L壓下降を示 さ ない 例 に お

い て は 腦波 も變化 を 示 ざ な い ．

　  の 投興後 に お い て は β波は あ ま り變化を認 め ず ， 血

壓i下降峙 に θ波 に 近い 波 が散見す る ．こ れ は γ ア ミ ノ 酪

酸 に よ る急激な 中樞刺戟の た め 腦 血 流 最が 減少 し，徐波

傾向の 波 が 出 た もの か否 か ， さ ら に症例を増加し檢討を

加 えて ゆ き たい ．

　總 じて 晩期妊娠 11嘘 症 の 腦波 は ，そ の 輕 症 時 に は 輕い

リズ ム の 亂れ が あ る程度で あ り ， 相當重症 とな り子癇前

症重症などにお い て は θ波程度の 徐波が散見 し， 子癇の

大部分 に は 高振幅の δ波の 連 績 度 が 増加 して ゆ く傾向 を

認 め る が ， な お 多 數 の 症例を集め，さ らに 機討 を 加 え

た い ．

　13．分 娩發來機序に關す る研究

　　（群馬大）
ca

梅澤　實 ， 小平良貞，加瀬　隆，

　　　　　　 吉村泰男 ，永井顳爾 ， 高野辰 男，

　　　　　　　岩崎彌太郎，道下　勉 ， 田 村　篤

　　　　　　 村田貞雄 ， 伊 藤昭夫，西 田恒男

　余らは氈に 妊娠 ， 分娩，産褥時 に お け る血 中並 び に 尿

中 メ ラ ノ ホ
ーレ ン ホ ル モ ン ， 血／巾遊離 エ ス ｝Pt　一ゲ ン ，

尿中プ レ グ ナ ン ヂ オ
ー

ル 並 び に フ ェ ノ
ール ス テ ロ イ ド，

尿 中ケ モ コ ル チ コ イ ド ， 流 甬沖 好 酸球 數，血 清 カ ル シ ウ

ム 及 び カ リウ ム ， 臓器及 び tiT［清ア ル カ リフ ォ ス ハ タ
ーゼ

及 び 胎盤 ミ ト コ ン ド リア などの 消長あ る い は 各種内分泌

腺の P3z 攝 取 量 の 變動に つ い て 報告 し ， また余ら （梅

澤 ， 小平） の 考案 に よ る 子宮收縮物質 定 量法 を 用い て ，

妊娠，分 娩，産褥時 の 痴中並 び に 視 床下 都，後葉，子宮

頸部及 び 體 部 ，腸，肝 ， 心 ， 下 垂體前葉，胎盤，膀胱 な

どの 子宮收縮物質の 消長 に つ い て 1ま ， 第15囘 口本産婦入

科學會關東連合地方部會總會で報告 した とお り で あ る

が，今囘は さ ら に ア セ チ ール コ リン 〔以 ドァ セ と略す）

様物質の 消長そ の 他 2
，

3 の 實驗成績を報告す る．

　す な わ ち ヲ ッ トを 用い ，妊娠，分 娩 ， 産褥時 の 覗床下

部 ， ド垂 體前，後葉，血 中，胎盤 ， 子宮頸部並 び に 體部

の ア セ 様物質の 消長を檢べ た 成績 は っ ぎの と お りで あ

る．

　  　硯床下部の ア セ 様物質 ： こ れは非妊婦 に 比ぺ て，

妊蛎末期 は増量 し，分娩時は さ らに 増量す る が ， 産褥時

に ば漸減す る．

　  　下垂龍前 s 後葉の ア セ 様物質 ： こ れは妊娠末期 に

増 量 す る が ， 分娩中及 び産褥初期 に は 減少し ， 産褥 3 凵

頃 に 恢復す る。

　  　血 中ア セ 様物質 ： こ れは妊娠宋期 に増量す ろが．

分娩中減少し，産褥初期 に は 恢復す る．。

　  　胎盤 の ア セ 様物質！ こ れは妊娠末期 に増量す る が

分娩 中は減少す る．

　   　子 宮頸 部 及び鶻部の ア セ 様物質 ： こ れ は 妊娠末期

にや N 増 量 し ， 分娩時は さらに増量す るが ， 産褥時 に は

減少す る．しか し頸部の ア セ 様物質 は 體部の そ れ に 比 べ

て 多 最 に存在す る ．

　 14．「隨時分 娩誘導法」の 試み

　 （國立 熱海）
ca
安井 志郎 ， 石 田 孟 ，露口 元 夫，

　　　　　　　　鈴木 修一
， 須 田郁

一

　 從 來陣痛發來前の 好 適 な
一
定 口 時に ， 安全 確貿 か つ 短

時間で分娩出來 れ ば ，産婦 に とつ て そ の 利益は 極 め て 大

で あ り， 殊 に交通不便の 地 に あっ て は 病院分 娩 普及上 に

屯重大な 意義 を 持 っ と思 わ れ る，こ の 爲各種の 誘導法が

試みられ多數の 研究 が あ る が，未だ滿足すべ き方法 の 發

表 を 見な い ．余は 當科 にお け る 11カ 月間 の 分娩 140例

中，自然陣痛開始及 び 異 常 を 除 く 118例 に つ ぎの 方 法 を

試み ， 全例に 上記の 日的を達 した．

　 〔方法〕38週乃 至 生1週 の 妊婦で晃 の 發育に異常の 無 い

者 を 無選 擇 的 に 毎週月曜 日 ｝ご 入院 さ せ ，正 午頃 よ り， 1）

メ 1・ロ 插 入 （通常 200cc ， 骨盤位並び に 双 胎 に は 300c〔1

使用），2）轡 キ ・ヒ マ シ 油併用法 （麹 キ 0．29 内服 ， 30

分後ヒ マ シ 油309 内服 ， 3吩 後石 鹸浣腸 ），3）ア トニン

分 割靜注 （1 囘 0．5單位15分 間隔，過 強陣痛が 起 らぬ li艮

り， 原則 と して 分 娩 迄績 行 ），
4）入工 破膜 （メ トロ 脱出 と

同 時 に 内診 ， 擠帯 乃 至 上 肢脱出 な どの 危 險 が な い こ とを

確認後），5）初産 に は 原則 と して會陰中央切闘，6）イ ソ ミ

タ
ール 靜注 に よ る無痛法 （人 工 破膜後 よ り） な どの 順 序

に よ り處 置 し た 。

　　〔成績〕本法施行 118例中

　 1） 正 常 初産 は 66例 で ， （A ） 處置開 始 よ り分娩迄は

平 均 8 時 間 30分 （3 時聞50分乃 至 言7時間 ，
．56例は 10時間

以 内 ， 4例 は 15時 間 以 ヒ），（B ）陣痛開始 よ り分姫迄 は
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